
山口市特別支援教育就学奨励費交付要綱 

 

第１条 この要綱は、小学校及び中学校の特別支援学級の就学を奨励するため、就学奨励費

の交付について、必要な事項を定めるものとする。 

第２条 この奨励費の支給対象となる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

（１）小学校及び中学校に就学する学校教育法施行令第２２条の３に規定する障害の程度

に該当する児童及び生徒又は特別支援学級に就学する児童及び生徒のうち山口市に住

所を有する者の保護者とする。なお、特別支援学校への就学奨励に関する法律施行令

（昭和２９年政令第１５７号）第２条に規定する保護者等の属する世帯の収入額（以下

「収入額」という。）と需要額（以下「需要額」という。）の割合に応じ、次の区分に

定める者 

ア 収入額が需要額の２．５倍未満の保護者 

イ 収入額が需要額の２．５倍以上３．５倍未満の保護者 

ウ 収入額が需要額の３．５倍以上の保護者 

（２）通常学級に在籍している弱視、難聴、言語障害等の児童及び生徒で、定期的に特別支

援学級等において、特定の時間のみ特別の指導（以下「通級指導教室」という。）を受

けている児童及び生徒（以下「通級児童・生徒」という。）のうち山口市に住所を有す

る者の保護者 

第３条 この奨励費の対象となる経費は、次の各号に掲げるものとする。 

（１）学校給食費 

学校給食法（昭和２９年法律第１６０号）第８条第２項に規定する学校給食に要する

経費の半額 

（２）通学に要する交通費 

児童又は生徒が、最も経済的な通常の経路及び方法により通学する場合の交通費 

（３）職場実習に要する交通費 

教育課程に従い学校長の管理のもとに学校外の事業所等において生徒が現場実習に

参加する場合の交通費 

（４） 交流及び共同学習に要する交通費 

学校教育の一環として特別支援教育諸学校又は他の小・中学校の特別支援学級の児

童及び生徒等と共に集団活動を行う場合に必要な交通費 

（５）修学旅行費 

児童又は生徒が、小学校又は中学校を通じて、それぞれ１回参加する修学旅行に要す

る経費のうち、修学旅行に直接必要な交通費、宿泊費、及び見学料等の半額 

（６）校外活動等参加費 

  イ 児童又は生徒が、校外活動に参加するために直接必要な交通費、見学料の額の半 

  額 

ロ 児童又は生徒が、宿泊を伴う校外活動に１回参加するため直接必要な交通費、見学

料の半額 

（７）学用品・通学用品購入費 

  イ 児童又は生徒が通常必要とする学用品の購入費に体育実技用具費及び拡大教材費

を加算した経費 



ロ 児童又は生徒（新たに入学する児童又は生徒を除く）が通常必要とする通学用品の

購入費 

（８）新入学児童生徒学用品・通学用品購入費 

新たに入学する児童又は生徒が通常必要とする通学用品費等の購入費 

第４条 奨励費の支給額は、要保護児童生徒援助費補助金及び特別支援教育就学奨励費補

助金交付要綱（昭和６２年５月１日文部大臣裁定）（以下「補助金交付要綱」という。）

の補助対象経費を基に算定し、補助金交付要綱の配分限度額を超えない範囲で支給する

こととし、支給額は別紙のとおりとする。 

（１）第２条第１号アに該当する者は、前条各号に規定する経費の合計額（ただし、生活保

護法（昭和２５年法律第１４４号）第１３号に規定する教育扶助を受けている児童及び

生徒の保護者については前条第３号及び第４号の交通費の合計額、山口市就学援助費交

付要綱第２条の規定により準要保護の認定を受けている児童及び生徒の保護者につい

ては、前条第２号から第８号に規定する経費のうち、就学援助費から支給されない費目

の合計額のみ支給するものとする。） 

（２）第２条第１号イに該当する者は、前条第２号に規定する交通費の２分の１並びに第３

号及び第４号に規定する交通費の２分の１の額の合計額 

（３）第２条第１号ウに該当する者は、前条第２号に規定する交通費に相当する額の２分の

１ 

（４）第２条第２号に該当する者は、補助金交付要綱の補助対象経費にかかわらず通級児

童・生徒が通級指導教室へ通う交通費のみを前条第２号に規定する交通費とみなし、当

該経費に相当する額 

第５条 この奨励費の交付を受けようとする者は、特別支援教育（特別支援学級）就学奨励

費に係る調書（様式）を調製し、学校長を経て山口市教育委員会（以下「教育委員会」と

いう。）へ提出するものとする。 

２ 奨励費は、学校長を経て保護者に交付する。ただし、特に保護者の申し出のある場合 

は、市の指定した金融機関の保護者の預金口座への振込により交付することができる。第６

条 この要綱の適用について必要な事項は、別に定める。 

附 則 

  この要綱は、平成１７年１０月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成２２年１月１６日から施行する。 

（経過措置） 

２ 阿東町の編入の前日までに、阿東町特殊教育（特殊学級）就学奨励費交付要綱の規定に

よりなされた処分、手続その他の行為は、それぞれこの要綱の相当規定によりなされたも

のとみなす。 

   附 則 

 この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 



附 則 

 この要綱は、平成２５年５月１５日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 



 別紙 

◆支給内容等  

 種 類 支  給  金  額 

（1） 学校給食費 

 

 

実費の1/2を支給。 

（2） 

 

通学に要する交通費 

 

バス・電車代は実費を支給。 

自家用車利用はガソリン代相当額を支給。 

（ただし、山口市特別支援教育就学奨励費交付要綱第２条第１号イ又

はウに該当する者は1/2を支給） 

 （3） 職場実習に要する交通費 

 

実費（ただし、山口市特別支援教育就学奨励費交付要綱第２条第１号

イ又はウに該当する者は1/2）を支給。 

（4） 交流及び共同学習に要する

交通費 

 

実費（ただし、山口市特別支援教育就学奨励費交付要綱第２条第１号

イ又はウに該当する者は1/2）を支給。 

（5） 修学旅行費 実績額の1/2を支給。 

（ただし、小学校10,790円、中学校28,860円を上限とする） 

（6） 校外活動等参加費 

（宿泊無) 

実績額の1/2を支給。 

（ただし、小学校800円、中学校1,155円を上限とする） 

 校外活動等参加費 

（宿泊有） 

実績額の1/2を支給。 

（ただし、小学校 1,845円、中学校 3,105円を上限とする） 

（7） 学用品・通学用品購入費 

 

 小学校 中学校 

年額 5,820円 11,370円 

１学期 2,425円 4,740円 

２学期 1,940円 3,792円 

３学期 1,455円 2,838円 

（8） 

 

新入学児童生徒学用品・通

学用品購入費 

 

小学校1年   25,555円 

中学校1年   30,490円 

 



様式

保 護 者 氏名　（ふりがな）　　　　   　　　　　　　　　　　住　所　　（下段は前年１２月末時点の住所）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童・生徒氏名（ふりがな）　　　　学校名　学年・組　（学級名）　　　　　　　　　　 都道府県の 地域の
〒

地区別区分 級地区分

※通級している学校名・学級名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　　　学校　　　　 　　 　　　　　 　 　学級
Ⅵ 2-1

生年月日 　　　　教　育　扶　助　基　準 　　　　　　　　生　活　扶　助　基　準　　　　　　　

（満年齢） 通学費 学校給食費 基準額 第１類 期末一時 　　　第　２　類　　　　

所 得 控 除 前 の Ａ 本   　年　　　月　　　日 f  基準額

総 所 得 金 額 人 （　　　　　　　　才）

  　年　　　月　　　日 g　地区別冬期加算額

（　　　　　　　　才）

  　年　　　月　　　日 h 住宅扶助基準

（　　　　　　　　才）

  　年　　　月　　　日 I　需要額（a～hの合計額）

（　　　　　　　　才）

Ｂ 　  年　　　月　　　日

（　　　　　　　　才）

Ｃ   　年　　　月　　　日 収入額　（Ｆ）/ 需要額  ( I )

（　　　　　　　　才）

所 得 月 額 Ｄ   　年　　　月　　　日 Ｆ／I

（ Ｃ × １ ／ １ ２ ） （　　　　　　　　才） ＝

障 害 者 加 算 控 除 Ｅ   　年　　　月　　　日

（保護基準により算定） （　　　　　　　　才）

収 入 額 Ｆ 　　　　　合　　　　　　　　　　　　　　計 a b c d e

（ Ｄ － Ｅ ）

通　　　学　　　費 　　□　徒歩 　□　自転車
支弁区分

　　□　自家用車
　就学援助費受給の有無 □　Ⅰ･Ⅱ段階　収入額が需要額の２．５倍未満

　　□　電車 　乗車区間（　　　　　　　　　～　　　　　　　　　）　　　　　
　　　　　□　有　　　　　□　無 □　Ⅲ段階A　収入額が需要額の２．５倍以上３．５倍未満

明　　　　　　　細 　　□　バス 　　　　　□　決定通知未到着 □　Ⅲ段階Ｂ　収入額が需要額の３．５倍以上

（注）　裏面の【記入上の注意事項】をご覧のうえ太枠内をご記入ください。

定期券　　ヶ月　　　　　　円
片道　　　　　　　　　　　　円

　会社名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　乗車区間（　　　　　　　　　～　　　　　　　　　）

生 命 保 険 料

損 害 保 険 料

自宅　→　学校  （片道 ： 　　．　 キロメートル）

定期券　　ヶ月　　　　　　円
片道　　　　　　　　　　　　円

所 得 額 （ Ａ － Ｂ ）

       年 度 特 別 支 援 教 育 就 学 奨 励 費 に 係 る 収 入 額 ・ 需 要 額 調 書

※裏面の口座名義と同一であること

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

自宅電話（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
携帯電話（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

社 会 保 険 料

　　　　　　　 　学校　　　　　　年　　　　　　組
　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

職業・在学学校名・学年

特　記　事　項

世　帯　の　収　入　状　況

計

　　　　     　需　　　　　　　要　　　　　　　額　　　　　　　等　　　世帯の状況（前年１２月末日現在）

氏　　　名

（前年１２月末時点）


